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口絵　遺跡遠景

　西川原１号墳周辺の航空写真。南側から撮影している。写真中央部に写る丘陵の頂部が西川原１号

墳の位置である。



この地図は国土地理院発行の

２０万分の１地勢図「豊橋」「伊

良湖岬」「名古屋」を使用し

たものである



序

　愛知県幡豆郡幡豆町は、三河湾に面した風光明媚な町として知られて

います。周知のように、町内には多くの文化財が知られており、古くか

ら繁栄した場所でもあります。

　このたび、�愛知県教育サービスセンター　愛知県埋蔵文化財セン

ターでは、内陸地造成工事に伴う西川原１号墳の発掘調査を愛知県の委

託事業として実施致しました。その結果、先人の生活・文化に関するい

くつかの貴重な知見を得ることができました。そして、今回これらをま

とめ、報告書として刊行致しました。本書が歴史資料として広く活用さ

れ、埋蔵文化財に関するご理解を深める一助となれば幸いに存じます。

　なお、文末で恐縮ではありますが、発掘調査の実施に当たりましては、

地元住民の方々を始め、関係諸機関及び関係者から多大なご指導とご協

力をいただいております。深く感謝を申し上げる次第であります。

　平成１４年３月４日

�愛知県教育サービスセンター

理事長　久留宮　泰啓　　



例　言

１．本書は愛知県幡豆郡幡豆町に所在する西川原古墳（『愛知県遺跡地図』による遺跡番号は６００１８）

の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は愛知県企業庁が進めている内陸用地造成に先立つもので、愛知県教育委員会を通じて

委託を受けた、�愛知県教育サービスセンター　愛知県埋蔵文化財センターが実施した。

３．調査期間は平成１１年１０月～１２月である。

４．発掘調査は、木下　一（本センター主査、現西尾市立鶴城中学校教諭）・竹内　睦（本センター調

査研究員、現主査）・池本正明（本センター調査研究員、現主任）が担当した。

５．調査参加者は、以下の通りである。（五十音順・敬称略）

　　深谷和子・深谷春三・深谷　勉・深谷ひろみ・深谷みちゑ・深谷よしゑ

６．調査に際しては、次の機関から指導・協力を受けた。

　　愛知県教育委員会文化財課（現生涯学習課文化財保護室）・愛知県埋蔵文化財調査センター・愛知

県建設部・幡豆町教育委員会

７．整理期間は、平成１３年４・５月をあてた。

８．遺物の整理・製図などについては、次の方々の協力を得た。

　　安部山孔子・鈴木智恵・妹尾美佐穂・真崎智恵子（五十音順・敬称略）

９．本書をまとめるにあたっては、以下の方々にご教示、ご協力を得た。

　　天野暢保・荒井信貴・伊藤秋男・伊藤久美子・岩原　剛・上村安生・内田智久・小野田勝一・神

谷友和・加納俊介・川�みどり・北村和宏・斉藤繁雄・三田敦司・城ヶ谷和宏・楢崎彰一・贄　元

洋・野本欽也・服部哲也・板野義広・板野俊哉・福岡猛志・福田啓志朗・松井直樹・三宅唯美・山

本直人・山本村夫・渡辺博人（五十音順・敬称略）

１０．本書で使用する色調名は１９８９年度版『新版標準土色帳』小山正忠・竹原秀雄編に依拠した。

１１．調査区の座標は、国土交通省告示の平面直角座標Ⅶ系に準拠した。海抜標高はＴ．Ｐ．（東京湾平均

海面標高）による。

１２．本書の編集は池本正明が担当した。執筆は池本のほかに、第Ⅰ章２を竹内が、付編は平尾良光氏・

鈴木浩子氏（独立行政法人東京国立文化財研究所）の手による。

１３．調査に関する実測図・写真などの資料はすべて本センターが保管している。

１４．出土遺物は愛知県埋蔵文化財調査センターが保管している。
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１　調査の経緯・経過

　愛知県企業庁では、幡豆町内に内陸用地造成を計画した。しかし、この予定用地には周

知の遺跡として西川原古墳が所在していた。このため、事前に愛知県企業庁と愛知県教育

委員会とが、その取り扱いを巡って協議した。その結果、この遺跡を発掘調査し、記録保

存する方向でまとめられた。そして、愛知県企業庁より愛知県教育委員会を通して委託を

受けた愛知県埋蔵文化財センターがこれを実施した。調査は、平成１１年度の下半期に実施

した。総面積は５００㎡である。

　なお、本墳の調査に先立って、開発予定地内の分布調査が実施された。その結果、新た

に古墳が１基確認され、西川原２号墳と命名された。なお、この段階で西川原古墳は、西

川原１号墳と呼ばれることとなった。

　調査方法は、調査予定地とは排土置き場予定地を伐採した後、国土交通省告示によって

定められた平面直角座標第Ⅶ系に準拠した５ｍグリッドを設定し、手掘りで表土を掘削し

て遺構を検出する方法をとった。

　調査区の調査直前までの様子は、奥壁と予想される立石が地表面に露出していた。そし

て、地権者の縁者がこれに新たな立石を追加し、周囲には石棺の破片と、側壁の使用石材

と考えられる板状の石を周囲に敷き詰め、祭壇状を呈していた（以下、SX０１と呼称）。発

掘調査は、SX０１が古墳の石室を改変した構築物と予想し、ここから後世の改変部分を取り

除く作業から開始した。その結果、SX０１は全て後世の造作であることが判明した。中央が

奥壁で、左右が立柱石の石材を転用した可能性が強い。なお、この作業中に設定したトレ

ンチの下部から、本来の石室も確認している。調査は、石室の全容を検出後、墳丘の確認

作業を実施した。

　遺構測量については、ヘリコプターによる航空写真測量を実施し、調査区全面の１/５０

基本平面図を作成したほか、石室については補助測量図を手測りにより作製した。

調査理由

西川原１号墳

図１　SX０１

第Ⅰ章　はじめに
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２　歴史的環境

　西尾市東北部から吉良町、幡豆町に到る矢作川下流域の東部地域には、２００基程度の大小

古墳が存在している。かつてこの地域と三河湾の一部を治めた首長墓と考えられる古墳も

少なくない。この地域の古墳の変遷を概観し、西川原１号墳の被葬者像を探っていきたい。

　現在までの知見では、西三河最古の古墳と言われるのは、吉良町北部の八幡山古墳であ

る（大橋他　１９９６）。全長６６ｍを測り、前方部が後円部に対し、低平で幅の狭い形態である

ことから４世紀半ばに築造されたと考えられる。吉良町岡山丘陵で最も高い八幡山山頂

（５８．６ｍ）に築かれ、周辺のあらゆる場所を見渡せるところに立地している。八幡山古墳

に葬られている被葬者がかなり広い範囲を支配していたことが伺える。

　吉良町北部では弥生時代から古墳時代に移行する時期に急激に遺跡数が増加している。

この時期に相当する周辺の遺跡には、八幡山遺跡・中根山遺跡・砦山遺跡などの岡山丘陵

上の遺跡、沖積低地には岡山南遺跡・渡船場遺跡・山崎遺跡などの集落遺跡が挙げられる。

八幡山古墳北方の西尾市東部地域には、西三河を代表する弥生時代の集落遺跡である岡島

遺跡や毘沙門遺跡が存在している。どちらも弥生時代末期には姿を消しているが、岡島遺

跡の西方１．５㎞には古墳時代まで存続していた八ツ面山西南麓遺跡群がある。遺跡分布に基

づけば、当時、西尾市以南は大きく海が入り込んでおり、矢作川の河口は八ツ面山南麓周

辺部と考えられる。このような分布状況から、八幡山古墳の被葬者の支配下は八ツ面山か

ら吉良町岡山に到る海岸部まで達していたと考えられる。

　次の時期に位置づけられるのは、国指定史跡の正法寺古墳である。全長９０ｍ以上を測り、

豊川市の舟山１号墳と並ぶ三河地方最大級の規模となる。築造年代は墳形、埴輪の特徴か

ら５世紀前葉に編年される。八幡山古墳よりもかなり海に近い吉良町大字乙川の丘陵の先

端に築かれ、主軸方向には、佐久島・日間賀島・篠島が見える。正法寺古墳の被葬者は、

八幡山古墳の被葬者の支配地域に加えて、三河湾さらには伊勢湾に通じる交通路を押さえ

るほどの強大な勢力をもった被葬者と考えられる。正法寺古墳とほぼ同時期に築造された

と考えられるのが経塚古墳である。経塚古墳も吉良町大字乙川に所在し、直径３０ｍ、高さ

３ｍの円墳で、正法寺古墳と同じ特徴を有する埴輪が出土している。

　次に続く５世紀前半の古墳は、吉良町～西尾市東部地域に見られるが、大きな前方後円

墳は姿を消し、最大でも直径２０ｍ前後の規模を有する円墳となる。

　吉良町南部地域には、経塚古墳より北方２㎞の丘陵地に岩場古墳（池上　１９５７）がある。

全長２７ｍの帆立貝式古墳であるが、「埴輪棺」の出土で全国的に有名である。出土遺物・埴

輪の特徴から５世紀中葉に編年される。経後古墳（大字乙川）は滅失していて、墳形、内

部構造とも不明であるが、須恵器の平瓶、坩と思われる口部が出土していることから５世

紀後半代から６世紀に位置づけられる（北村　１９８９）。ほぼ同じ時期、初期横穴式石室をも

つ中之郷古墳（土生田　１９８８）が築造されている。幡豆町大字西幡豆の小野ヶ谷川と八幡

川に挟まれた北から南に延びる丘陵の最南端、標高１０ｍ前後に位置する。墳丘は削られて

前期

中期



－ 3 －

本来の規模は不明であるが、円墳と推定される。羨道は失われているものの玄室の大部分

はよく旧状を保っている。出土遺物に年代を特定できるものはないが、石室構造から見て、

５世紀後半の築造と考えられる。石室は、長方形の玄室に比較的短い羨道が両袖式に取り

つく形式で、各壁面はいずれも小石材を横方向に平積みして構築している。佐賀県東松浦

郡浜玉町横田下古墳に系譜の源流を求めることができ、北部九州からの文化伝播の可能性

を強く示している。

　吉良町北部地域の５世紀前半代の古墳には、大字岡山の寄名山第１号墳、若宮第１号墳

がある。寄名山第１号墳は、円筒埴輪・形象埴輪及び須恵器片が採集されている。墳形や

規模は不明であるが、立地条件からして被葬者の支配下は西尾市東部地域まで達していた

と考えられる。若宮第１号墳では、四獣形鏡が出土している。小形の�製鏡であるが、副

葬品の内容や立地から見て、被葬者は吉良町北部から西尾市にかけての地域を支配してい

たと考えられる。

　西尾市東部地域の５世紀前半代の古墳には、五砂山古墳が挙げられる。古墳は浅井山丘

陵の南端、五砂山山頂（標高４４ｍ）に位置し、自然地形を利用して築かれている。出土遺

物は鉄製品で占められており、特に�は西三河の古墳ではほとんど出土していない。五砂

山古墳築造後、半世紀以上にわたり同地域では古墳の築造は見られない。この地域で五砂

山古墳の次にくる古墳は、西山古墳である。西山古墳は、五砂山古墳と同じく浅井山丘陵

に立地する径推定２３ｍの円墳である。外部施設に葺石と埴輪が並べられ、特に形象埴輪の

種類は多い。墳丘上から出土したものに、坏蓋、無蓋高坏の坏部、坩の胴部などの須恵器

片があり、その形式から５世紀末～６世紀初の築造と考えられる。

　６～７世紀にかけての時期に編年される古墳は多く、数基の古墳がまとまりを持って分

布している。しかし、西三河では、「丘陵の尾根上または斜面の比較的広い範囲に散在的に

分布する場合が大半で、西尾市羽角山古墳群のように９０基以上の古墳からなる大型古墳群

は例外的（三田　２０００）」で、多くても１０基ほどが集まる程度である。吉良町、幡豆町の古

墳は２、３基程度の古墳がまとまりながら町内各所に点在しているが、佐久島古墳群、日

間賀島古墳群などは一支丘に１０基を超える古墳が近接して造られている。

　西尾市の羽角山古墳群（松井　１９９９）は、標高１１８．５ｍの羽角山から標高１６０．６ｍの万燈

山までの直線距離にして２．５㎞の間に起伏する丘陵尾根に点在する９０余基の古墳を総称し

ている。６世紀中葉から７世紀後葉まで継続して築造され、地形と群集の状況から１２支群

に区分している。墳丘規模は概して小規模で、大部分は径１０ｍ前後の円墳である。西三河

を代表する古墳群であるが、全般に墳丘規模が等質的で、副葬品の内容は貧弱である（岩

原　２０００）。その中でも、６世紀中葉に築かれた住崎１号墳は、群集墳内では最も大きな石

室を備えており、古墳群中で唯一馬具を出土している。かなり広い地域を支配していた被

葬者と考えられる。また、やや遅れて７世紀中葉に編年される三ノ山古墳も大規模な古墳

で、新たな地点に独立して築造されているのが特徴である。この時期に出現する他の古墳

とは石室構造から見て異質であり、有力な被葬者と考えられる。

後期
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　ここで、この地域の被葬者の支配が及んだ範囲について、日間賀島古墳群（杉崎　１９７９）

（口絵裏参照）を紹介しておきたい。日間賀島は現在、尾張地方知多郡南知多町に属して

いるが、一色町佐久島はもとより、奈良時代には南の篠島とともに三河国幡豆郡に属して

いる。佐久島・日間賀島にはそれぞれ３０基以上の古墳が見られ、地質的にも両島は似通っ

ている。南の篠島が全島、花崗片麻岩からできているのに対し、佐久島・日間賀島は第３

紀中新統の水成岩からできている。両島から産出する凝灰質砂岩は堅くしまっており、石

室の材料として両島以外にも利用されている。１４基からなる北地古墳群は、５５００㎡の広さ

に密集しており、北地１１号墳から出土した長頸壺は東海地方とは異なった特色を持った須

恵器で、三河湾の一部を治めた被葬者の交易の広さを示している。

　西川原１号墳の所在する幡豆町には前期古墳は確認されていない。後期になり、古墳が

多く造営されるようになる。東幡豆の平野を囲む丘陵地には、多くの後期古墳が築かれて

いる。その多くは、洲崎山古墳群（愛知県　１９７１）のように出土遺物も貧しく、墳丘や石

室の規模も小さいが、被葬者は古墳を築き得るだけの一定の経済力と社会的地位を備えた

有力者であることには違いない。最も古い洲崎山１号墳（６世紀前半）の横穴式石室が竪

穴系横口式石室と呼ばれる北部九州系の石室であることからも、狭い谷間の沖積地での農

耕に従事しつつ、海に依存した経済活動も行っていたものと考えられる（大橋他　１９９６）。

　６世紀半ばの築造と考えられるとうてい山古墳（池上　１９６７）は、出土遺物や石室構造

の特異性から見ても有力な被葬者と考えられる。地元で「とうてい山」と呼ばれる三ヶ根

山から南へ舌状にのびる標高５０ｍの丘陵の先端に立地している。開墾により改変が著しく、

墳形、規模は不明である。また、２回にわたる発掘により、出土遺物の多くは持ち去られ

てしまっているが、最初の発掘時の写真が幡豆町歴史民俗資料館にあり、ほぼ全容を知る

ことができる。それによると、豊富な須恵器を始め、武器・馬具・装身具類が大量に出土

している。また、西三河でもいちはやく袖構造をもつ長方形型の石室を採用する古墳で、

石棺は佐久島の砂岩を使った組み合わせ式箱式石棺である。これは、とうてい山古墳の首

長の支配範囲を示すものであり、注目される。この他に幡豆町に組み合わせ式箱式石棺を

有する古墳は、下山古墳（北村　１９８９）、講伏古墳（加藤　１９８６）、谷村三ツ塚１号墳、山

崎古墳、そして本報告書の西川原１号墳がある（森　１９９７）。

　とうてい山古墳に次いで有力者の古墳としては、６世紀後半の円頭柄頭を出土した中ノ

浜古墳、７世紀後葉の径１９ｍの円墳である根ノ上古墳（加藤他　１９８６）が挙げられる（三

田　２０００）。これらの古墳は、群集せず、小平野の周囲を移動するように築かれており、洲

崎山古墳群や越山古墳群などの小型古墳と混在して分布するのが特徴である。とうてい山

古墳を出土遺物や立地、それに続く幡豆町内の古墳を総合的にとらえてみると、この地域

の支配者が吉良の地から幡豆の地に移動したと考えても無理のないことであろう。

　以上、西川原１号墳をとりまく歴史的環境ということで、周辺の地域を治めた有力者の

古墳と思われるものを中心に概観した。西川原１号墳の造営、被葬者像についての考究は、

この地域における古墳の変遷とのかかわりの中で理解される必要があろう。
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図２　周辺の遺跡（１：５００００）

この地図は国土地理院発行１：５０，０００地形図「岡崎」「蒲郡」を使用したものである。
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　本墳は、ほぼ南方向に開口する横穴式石室を内部主体とする。

　本墳は大正５～６年頃に、遺物の採集を目的として地元有志らにより発掘されたと言う。

参加者の子孫が伝え聞く所では、この段階で石室の石材も大半が持ち出され、耕作地の石

積みなどに再利用された様である。SX０１は、発掘後に設置された祭壇で、中央の立石は奥

壁使用の石材を、両側の立石は周辺に露出していた石材を再利用したものだと言う。

　ここでは、遺構について立地、墳丘、石室構造の順に報告する。

１　立地

　本墳は、「お寺山�」の頂部から南に５ｍに進んだ地点に奥壁が設定されている。この独

立丘陵は、海岸に向けて舌状にのびる丘陵で、本墳の位置する地点をその頂部としている。

東西は小野ケ谷川と八幡川があり、両河川は海岸部で小規模な平野を形成している。これ

が、現在の西幡豆と呼称されるエリアの中核となっている。

　本墳の石室開口部からは、小野ケ谷の集落と、これを貫通する小野ケ谷川を眼下とし、

半島状に短く突き出した寺部の山塊を背景に三河湾を一望できる状況にあった。

２　墳丘

　墳丘については、石室の右壁付近で、若干の盛り土を確認できたにすぎない。自然流失

や開墾などが原因しているものと考えられる。このため、調査では、墳丘の形状や盛土の

規模、周溝や列石の有無など、墳丘に関する手ががりをほとんど得ることはできなかった。

　ただし、後述するように、奥壁が一石構造と仮定して試算した天井高、１．４６ｍが正しい

のであれば、少なくとも奥壁付近では、堀形の上端程度まで石室の構造材が到達し、（推定

天井高（後述）＋天井石厚み）。従って、小規模な土盛りも存在していたこととなる。

３　石室

　本墳は、ほぼ南方向に開口する横穴式石室を内部主体とする。主軸は、Ｎ－１７２°－Ｓで

ある。残存状況は良好とはいえず、かろうじてその平面形をとどめるにすぎない。また、

急峻な独立丘陵の頂部に立地する関係で、前面が流失している可能性も考えられる。石室

の埋土も、前回の発掘によりほぼ完全に掻き出され、床面直上まで腐植土土が観察できる

状況にあった。なお、石材は残存するものについては全て結晶片岩が使用されている。

　以下、石室の部位毎に報告を加える。

大正の発掘

盛土

第Ⅱ章　遺　構
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図３　調査地点（１：１０００）

西川原１号墳西川原１号墳
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奥壁

　奥壁は石材を抜き取られ、欠損している。幅は０．７６ｍをはかる。この部分に長径０．７６ｍ、

短径０．５２ｍ、深さ０．１２ｍの楕円形土坑を掘削し、奥壁の立石の基底部を据えた後、若干の

拳大礫でこれを固定する構造となる。なお、土坑の規模は、SX０１に使用されていた中央の

立石を縦長に設置した場合と、ほぼ一致している。この場合、土坑底面から立石の頂部ま

での高さは１．４６ｍとなる。奥壁が一石構造であるのであれば、この値はほぼ天井高を示し

ていると考えられる。

側壁

　側壁は、扁平な割石を積んで構築している。石材は、奥壁の設定後に奥壁側から順次設

置されていたことが観察できる。ただし、残存状態は悪く、右壁奥壁（堀形上端）から１

ｍ付近でのみ、最下段から三段目までが確認できるにすぎない。この部分の最高残存値は

０．４２ｍをはかる。一方、左壁では、最下段の石材が奥壁から連続して　１．６ｍまでは残存す

るが、これより先にも基底部と考えられる石材が若干残存し、かろうじてその平面形状を

想定することができる。

　なお、SX０１の両端に使用されている石材は、本墳の所在地よりやや下方、丘陵の南側斜

面より運ばれたものだという�。これらは、形状から立柱石として使用されていた石材で

ある可能性を持つ。なお、立柱石として使用した場合、掘形を計算しなければ、高さは片

方が　１．４ｍ、もう片方が　１．０ｍとなる。

床面

　石室の平面形は、基底部の石材全てが残存しているわけではないので、明確にはできな

い。規模は、奥壁（堀方上端）より　２．２ｍ地点で、残存部分の最大幅　１．７７ｍをはかる。

床面は岩盤を掘りくぼめたもので、レベルは奥壁側がわずかに高い。明瞭な敷石は認めら

れないが、わずかに奥壁より４．３２ｍ地点で、拳大～人頭大程度の結晶片岩の割石が確認で

きる。割石は平坦面を上に向けてそろえてあり、外側の２点を除き、上面のレベルがほぼ

一致する。

　こうした状況から、ここで石室構造を想定してみると、次の二案に可能性がある。

　第１案は、細長胴張り形の石室�を考える。前面の石を玄室の敷石と、羨道部に置かれ

た閉塞石と分けて理解し、この両側に立柱石が建つ構造を考える。割石群は、頂部のレベ

ル差を根拠に、外側の２点が閉塞石、残りを敷石の一部と理解したい。第１案では玄室長

は推定　４．７ｍ。玄門の幅は推定　１．２ｍとなる。さらに短い羨道部分が付くはずであるが、

これは流失しているものと解釈する。

推定天井高

立柱石

石室構造案
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図４　調査区全体図（１：１００）
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　第２案は、右壁の奥壁から　３．２ｍ地点に存在する浅い土坑状の浅い窪みを、立柱石の堀

方と考え、奥窄まり形の石室と考える。この場合、玄室の全長は　３．０６ｍ、玄門の幅は、

１．６３ｍとなる。この場合、前面の割石群の理解がやや困難で、外側の２点を閉塞石とし、

残りを羨道部の敷石と考えるか、すべてを閉塞石と理解することになる。敷石群を前者の

考え方で解釈すると、長さは推定　１．６ｍとなる。しかし、羨道部には敷石が存在する事例

が乏しく、若干の問題点となる。また、後者の考えでは、割石上面のレベルが、外側の２

点を除き、ほぼ平坦となる状況が説明しにくくなる。

天井

　天井は完全に消滅している。ただし、天井石と考えられる石材が、３点確認できた。い

ずれも結晶片岩である。一つは、石室前方１ｍに位置するもので、長辺　１．１ｍ、短辺　

０．８ｍ、厚さ　０．３ｍ。もう一つは、石室から４０ｍ程度下方にまで運び出され放棄されたと

伝承されているもので、長辺　１．２ｍ、短辺　０．８ｍ、厚さ　０．２ｍをはかる。もう一つ、ま

ぐさ石と推定される石材がある。これは、本墳出土の伝承を持つ石材で、前回の調査時に

採集され、幡豆郡吉良町の祐正寺に保管されていたもので、長辺　１．４ｍ、短辺　０．４ｍ、

厚さ　０．０７ｍとなる。これは石室構造を第１案とした時の玄門幅と整合するサイズである。

　石室掘形

　本墳は、結晶片岩の岩塊を開削し、長辺　６．５ｍ、短辺　３．３ｍの石室掘形を造成してい

る。石室開口部から斜面に平坦面を開削したため、奥壁部分では、１．６８ｍの高さを持つ。

壁面の傾斜角は、左壁が、６２°で　０．３ｍ程度立ち上がった後、８４°とほぼ垂直をはかる。

右壁は、６２゚ で湾曲気味に立ち上がる。また、奥壁は、基底部から　０．７ｍ程度までは、

８５°とほぼ垂直に立ち上がった後、４８°と緩やかな傾斜となる。いずれも奥壁や天井石の

設置時に、労力を軽減するための工法上の理由によるものであろうか。また、基盤層を大

きく掘り込んで石室を設定する工法は、墳丘構築時の盛土量を軽減する目的も含まれてい

たのかもしれない。

　なお、掘形と石材の位置関係は、確認できる部分では、石材を設置するのに最低限必要

な規模を持つにすぎない。また、左壁の奥壁（掘形上端）より計測して１．４６ｍから２．４２ｍ

までは、床面上に側壁石材を設置するための段状の構造も確認できる。この部分の高さは

２㎝をはかる。掘方の掘削作業は、石室構築作業の全工程を見据えた合理的なものであっ

たことが考えられる。

注
�　地元で用いられる通称的な地名で（図１０）も含めて、幡豆町歴史民俗資料館前館長　福田敬史郎氏の

まぐさ石

工法の特色
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御教示による。
�　やはり福田敬史郎氏の御教示による。
�　石室は、森　秦通氏による分類（森　１９９９）に従った。

図５　石室（１：４０）
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　今回の調査で得られた資料は、乏しい。種類には、土器・陶器類と、金属製品がある。

出土位置は全て石室外で、全点が、前回の発掘時に発生した排土中から採集されており、

オリジナルな位置を留めてはいない。

１　土器�

　土器には、土師器と須恵器がある。

須恵器

　１～３は、須恵器。

　１・２は杯Ｇ。１は蓋。鈕を欠く口縁部片。口径は、９．８㎝ をはかる。返り部が短く屈

曲し、口縁部よりわずかに突出する形状。図示したものの他に、接合はしないが、同一個

体と考えられる破片２点がある。２は杯Ｇの身としたが、高杯の杯部の可能性も考えられ

る。腰部以下を欠く口縁部片で、口径は、９．１㎝。ほぼ直線的に口縁部に至る。

　３は高杯。器壁は厚い。裾部片と、口縁部片を各１点確認したが、類似点が多く、同一

個体と理解した。口縁部は、浅い。口径１３．６㎝、底径１０．７㎝をはかる。形状は、端部で短

く外反し、上面はほぼフラットとなる。裾部は、緩やかに外反する。端部でラフな縁帯を

形成する。

第Ⅲ章　遺物

図６　土器（１：３）
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図７　金属製品（１：２）
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土師器

　４～７は土師器。いずれも、いわゆる畿内産（系）土師器である。

　４・５は蓋。４は鈕を欠く。口径は、１４．４㎝をはかる。扁平な形状で、口縁部は玉縁状

を呈する。天井部上面の中央に４回一周のヘラミガキ、外側にはさらに細かい単位のそれ

を施す。

　５は杯Ｂの蓋か。口径は、１７．２㎝をはかる。鈕は高く大振りとなる。天井部はほぼ平坦

で口縁部付近で丸味を持つ。端部は若干肥厚し、丸い。上面には浅い沈線文も確認できる。

天井部上面の中央に４回一周のヘラミガキ、外側にはさらに細かい単位のそれを施す。

　６は杯Ａ。口径は１６．８㎝、底径９．１㎝ をはかる。形状は、腰部の屈曲が強く、口縁部が

外反する。端部は玉縁状を呈する。内面底部にラセン状暗文、体部内面には二段の放射状

暗文を施す。外面は風化が進み、詳細は不明だが、底部に木葉痕が確認できる。

　７は杯Ｃ。口径は、１２．４㎝をはかる。形状は、体部は丸く、口縁部付近で直立する。口

縁部は緩やかに内湾し、内面には幅広の内傾面を持つ。内面は放射状暗文を施す。

２　金属製品

　金属製品には、金銅製品と鉄製品がある。

�　銅製品

　銅製品には、帯金具と、これに関連すると考えられる環状銅製品２点がある。なお、こ

の他に、形状が判明しない銅板片が５点採集されているが、図示してはいない。

�具

　�具は、２点採集されている。いずれも同一規格で、８はほぼ全形を留め、９は縁金を

欠く。厚さ１㎜の銅板を側面から見てＵ字状に折り曲げ、縦２２㎜、横２０㎜のほぼ正方形と

したもので、帯は端部をその間に挿入し、鋲でこれを留める。銅板の屈曲部には、横棒を

置き、これに縁金と刺金を取り付ける構造をとる。刺金は基部側が環状で、縁金側はわず

かに鳶口状となる。

�板

　�板は、２点採集されている。いずれも、ほぼ同一規格の長方形銅板で、四隅を鋲で留

めて帯に着装する構造。長辺を縦方向に着装するものと仮定して図示した。中央よりやや

片側に依った位置に、長辺２０㎜、短辺６㎜の長方形の切り抜きが施される。裏面には、着

装時の痕跡は確認できない。垂飾の有無は不明である。ただし、１１は図示した下側の短辺

が欠落しており、垂飾と結束されたものが離れる時に負荷が掛った結果である可能性も残

す。

帯金具
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鉈尾

　鉈尾は、２点採集されている。いずれも、厚さ１㎜の銅板を袋状に曲げて製作されてい

る。側面はＤ字状を呈する。帯への着装は、帯の端部にこれを被せた後、鋲で留める構造

となる。１２は、着装部分の幅が、１７㎜ 残存する。図示した下部は欠損するが、復元される

推定値は２５㎜である。この部分は、断面が長方形となり、短辺は６㎜となる。１３は、着装

部分の幅が、１３㎜である。この部分は、断面が長方形となり、短辺が４．５㎜となる。鋲の

間隔は８㎜となる。

環状銅製品

　環状銅製品は、２点採集されている。�板に垂飾された佩用品を取り付ける金具か。い

ずれも卵形の環状で、断面形は潰れた半円形を呈する。１４は、長径４．０㎝、短径３．４㎝、１５

は、長径３．７㎝、短径３．４㎝をはかる。いずれも長径側の一辺に幅７．０㎜、厚さ０．５㎜の銅板

を巻き付けて、鋲でこれを留める。円環と銅板との結束位置は、円環側がやや細くなり、

位置を固定する構造となる。

�　鉄製品

　鉄製品では、鉄鏃と鉄刀、刀子が確認できた。

鉄鏃

　鉄鏃は、１１点確認できた。全て鏃身を欠くもので、頸部ないし茎部の破片である。この

うち、２１～２３は関部が確認できる。いずれも棘状関となる。２０・２２～２４・２６・２８は、太巻き

の痕跡が確認できる。

鉄刀

　１６・１７は鉄刀か。断片的な資料で、全体の形状は不明。同一個体の可能性も考えられる。

１６は、刀身の破片か。刃幅２．５㎝、背厚０．６㎝をはかる。１７は茎部片か。幅１．６㎝、背厚０．７

㎝をはかる。

刀子

　１８は刀子。切先の一部を欠くが、ほぼ全形を残存させる。全長９．３㎝。

３　石　棺

　SX０１の部材として転用されていた。３点確認できたが、うち２点は接合した。石材は佐

久石（砂岩）。切石で、石棺の床石であった可能性が強い。

　３０はほぼ正方形を呈する。図示した方向から見て縦方向が７８．０㎝、横方向が７９．８㎝で、
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厚さは溝の内側が１５．０㎝、外側は右側が９．６㎝、左側が７．６㎝をはかる。図示した方向から

見た側面には、溝が並行して刻まれるが、右側は幅６．６㎝、内側からの深さが６．８㎝。左側

は幅７．４㎝、内側からの深さが４．８㎝となる。溝間は４８㎝である。いずれの溝も貫通せず、

左側は下方より３２㎝　９．６㎝までで収束し、右側は上方を９．６㎝残す。

　３１もほぼ正方形を呈する。図示した方向から見て、縦方向が６２．８㎝、横方向が７４．０㎝。

厚さは８．８㎝をはかる。溝間は４８㎝である。やはり両側には溝が並行して刻まれるが、左

側については、幅８．２㎝、深さ３．６㎝で上方は貫通。右側は上方が幅７．６㎝、深さ３．４㎝で、４３．２

㎝続き、ここから幅が５．２㎝と狭くなる。右側は下端と近接するが、貫通してはいない。

下方は傾斜角２６°で斜方向に収束する。なお、上面には『大正六年健（ママ）之』と文字

が刻まれているが、『愛知県幡豆町誌（以下、幡豆町誌）』掲載された同一資料の写真には

文字が確認できない。同書刊行後の追刻と考えられる。

注
�　土器の器種名は独立行政法人奈良文化財研究所の使用名称に依拠した。

図８　石棺（１：８）

３０

３１
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１　西川原１号墳関連遺物

　本墳が大正年間に発掘されていることはたびたび記述している。この段階の記録類は残

存していない。石棺、まぐさ石を除く出土遺物は、下図に示す須恵器フラスコ形瓶�が、

１点のみ幡豆郡吉良町祐正寺に保管されている。この資料は、湖西産と考えられるもので、

口縁部の一部を欠くがほぼ完形である。法量は、口径９．０㎝、器高２３．１㎝。形状は、ややつ

ぶれた体部に、やや長い頸部が付く。端部は縁帯を形成する。外面の縁帯直下には痕跡的

な突帯も確認できる。頸部と体部には、浅い沈線文を２本並行に施す。なお、体部には

『小ノ谷助三郎地古墳出土』と、出土地点が大きく墨書されている。なお、『幡豆町誌』に

は、幡豆町明正寺の境内に「石器」が存在したと記すが、今回は実物を確認できなかった。

境内に置かれていたことを考えると、石棺の一部であった可能性も考えられる。

　３３の台付長頸瓶は、幡豆町歴史民俗資料館の寄託資料で、幡豆町八幡在住の斉藤繁雄氏

の所蔵品である。西川原１号墳から南南西方向にほぼ３００ｍの地点付近から出土したとされ

ている。ここに所在する西川原２号墳から出土したとも、その近隣に所在伝承があるとさ

れる宝蓮寺という寺院（実体は不明）に関連する資料とも伝えられている。

　この資料は、高台の一部を欠くが、ほぼ完形となる。法量は、口径１１．０㎝、底径９．３㎝、

器高２５．４㎝をはかる。肩部の外面には濃緑色の自然釉が付着する。体部は丸味を帯びた形

状で、外反する長い頸部が付く、口縁部は丸く収めるが、端部直下の内外面には、浅い沈

線文を一本施す。高台はやや歪むが、高く、外側に伸びる。

２号墳遺物

第Ⅳ章　考察

図９　伝西川原１号墳出土遺物実測図（１：３）

３２ ３３
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２　被葬者のイメージ

　本墳は、第Ⅴ章に記すように、７世紀末の年代を考えることができる。他のほとんどの

古墳と同様に、被葬者の伝承は存在しない。ここでは、調査によって得られたいくつかの

特色から、本墳の被葬者像を描いてみることとする。

立地

　まず周辺の古墳の分布状況をみる。小野ケ谷地区は、本墳以外には古墳があまり知られ

ないエリアである。終末期になって新たに古墳が造営される場所となった可能性が考えら

れる（森　１９９９）。次に本書第Ⅳ章１で紹介する台付長頸瓶は、状況から古墳の出土品であっ

た可能性が強く、西川原２号墳との関連を予測させる。従って本墳周辺には数基で構成さ

れる古墳群が７世紀末になって登場した可能性が強い。そして、こうしたあり方は、葬地

の再編成（白石　１９８２）に拠ったものと考えられる。

　ところで、終末期古墳の立地では、初源的な風水思想との関連が指摘されることも多い。

そういう立場で本墳の立地を眺めると、まず、本墳の北側には鬼木山が所在している。東

西にもそれぞれ権現山、下丸山が所在し、これらが、八幡川や、小野ケ谷川によって、本

墳の存在するお寺山と区切られている。一方、お寺山の南側には、弘法山があり、さらに

南側には海岸に接して寺部の独立丘陵が存在する（図１０）。

　こうした地形を「四神相応」に対照させて論ずることは、現状では想像の域を越えるこ

とができない。しかし、西川原１号墳が、上記したように、古墳の空白地帯に新たに造営

されたものであったこと、同時にその場所が「四神相応」の地形によく類似したものであっ

たことは注意しておきたい。

石室・石棺の特色

　次に、本墳の石室構造を考える。第Ⅱ章に記したように、本墳は石室の残存状況が芳し

くなく、かろうじて平面形を分析対象にできるにすぎない。第Ⅱ章では、その構造につい

て二つの案を提示した。ここで、より可能性の高い第１案とした細長胴張り形石室に注目

すると、豊田市山ノ神古墳（森　２００１）と規模、形状などがよく類似した構造となる�。

また、本墳とほぼ同時期で、距離的にも近接する洲崎山２号墳、洲崎山４号墳（愛知県教

育委員会　１９７１）や、根ノ上古墳（加藤他　１９８６）、時期的にやや遡るとされる洲崎山３号

墳（愛知県教育委員会　１９７１）とも、類似したものとなる。こうしたことから考えると、

本墳石室の平面形状は、矢作川下流域に通有の形状と考えることができる。第２案とした

奥窄まり形の石室としても基本的には同様であろう。そして、こうした背景には、本墳が

矢作川下流域に共通の伝統性を受けて構築されたことを示しているものと考えられる。

　次に古墳の内容物に着眼する。まず、石棺であるが、本墳の例は佐久石製の切石を石材

としている。従来より三河湾の周辺地域では、組み合わせ式の箱式石棺の存在が注目され

風水思想

類似の石室
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図１０　西川原１号墳位置図（１：２５，０００）

鬼木山鬼木山

お寺山お寺山

西川原１号墳西川原１号墳

西川原２号墳西川原２号墳

下丸山下丸山 弘法山弘法山

観現山観現山

とうて山古墳とうて山古墳

この地図は国土地理院地形図１：２５，０００「吉田」「蒲郡」を使用したものである。
地名は福田啓志郎氏の教示による
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ている。しかし、これらはほとんどが板状の石材をラフに組み合わせたもので、本墳のよ

うな切石の石材を使用する石棺は、本墳から直線距離で南西２．８㎞ 地点に所在するとうて

い山古墳に知られるのみである。

遺物の特色

　次に遺物の特色に注目する。まず、注目されるのは、帯金具だろう。第Ⅲ章で報告した

ように、本墳では�具と鉈尾が２点ずつ出土しており、これらを着装した帯が少なくとも

二本は存在したことが確認できる。また、鉈尾では幅が２５㎜、１２㎜と幅の違いが確認でき

たのに対し、二点の�具は、ほぼ同一の規格となる。帯留めに打たれた鋲の幅は１３㎜をは

かり、帯の幅が同一ではなく先細りの形状でない限り、１３とした鉈尾はこれらの�具には

使用できない。従って、本墳には帯が三本以上は存在していた可能性を考えておくことが

できる。また、土器類では、畿内産（系）土師器が４個体出土していることも注意したい。

いずれも、律令制と密接な関係にあることは言うまでもない。上記した帯金具と同一の性

格を考えることができる。所有者の政治的、社会的地位を外的に示すアイテムとして使用

されたと考えられる。

被葬者の素描

　次に、上記の情報から本墳の被葬者が持つ性格をまとめる。

　まず、本墳の石室構造が西三河地区の伝統的様相が強いことを評価すれば、被葬者は幡

豆周辺に勢力を持つ地域豪族を考えることができる。一般的に、７世紀代の古墳は、前段

階に比較してその数量が著しく減少していることが特徴である。古墳を造営した、あるい

はできた階層が、限定された結果であると考えられている。小野ケ谷地区を舞台とする葬

地の再編成もこうした動きと連動するのだろうか。もしそうであるのなら、本墳の被葬者

は、葬地を再編することが可能な、地域豪族の中でもやや優位に立った存在と考えること

ができる。これを第１の性格とする。

　次に、もう少し空間的に視野を広げて考える。幡豆地区は、海岸部まで山塊が迫り、可

耕地が乏しいエリアと言える。しかし、後期古墳が約５０基程知られている。この中には、

中ノ郷古墳、とうてい山古墳など注目される著名な古墳もいくつか知られており、伝統的

に有力な勢力が存在したことが考えられる。

　こうした、周辺部に可耕地が乏しいエリアに立地する後期古墳を探してみると、まず、

三河湾の島嶼部には、佐久島（４６基）や、日間賀島（３５基）、篠島（３基）と多数の古墳が

存在している。また、渥美半島の先端部に位置する渥美町藤原古墳群（１７基）も海岸に面

し、これらと同様の性格を考えることができる�。いずれも三河湾の中央部分を望む位置

関係となる。次に、これらを有機的な関係として認識するには、まず、いくつかの古墳で、

組み合わせ式の箱式石棺が報告されていることが注目できる。また、特に佐久島産の砂岩

（佐久石）に顕著であるが、石室などに用いる石材を海を介して運ぶ事例も確認できる。

第１の性格

第２の性格
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図１１　石室の比較（１：８０）

山ノ神古墳

西川原１号墳

五釜１号墳

松ノ上古墳

洲崎山２号墳

洲崎山３号墳

洲崎山１号墳
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森崇史氏は、こうした状況に着眼し、これらの古墳が６世紀後半から７世紀頃にかけて、

三河湾に経済基盤を求めた集団（＝「海人」）と関わることを指摘している（森　１９９７、

同　１９９８）�。本墳資料は、床石が残存しているのみで、これを箱式石棺と限定はできな

い。しかし、佐久石製の石材とこれに施された切石加工を考慮して、石棺中でも優位性を

認めることができる。現状では、佐久石を切石加工した石棺は、幡豆町のとうてい山古墳

に一例知られるのみである。こうした事を考えると、本墳の被葬者には、海人集団群の中

でも優位に立つ存在が考えられるであろう。これを、第２の性格とする。

　次に、副葬品に着眼する。本墳出土資料のうち、帯金具や畿内産（系）土師器はいずれ

も中央より下賜品と考えられる。これらは、律令制の地域政策に従って意図的に配布され

たものであろう。このため、被葬者には中央政権との関わりが濃厚な職掌を想像できる。

また、前述したように、本墳の立地状況が風水思想と関連づけられるのであれば、その造

営には、相当の教養に裏打ちされていたことも考えることができる。

　ここで本墳の年代を考慮すると、こうした条件を満たす被葬者には、成立直後の幡豆評

に関わる存在が最も近い位置にあると考えられる。再び、帯金具や畿内産（系）土師器の

性格を評価すれば、これの所持者には、律令制上での相応の身分を考えなくてはならない

だろう。

　以上の理由から考えると、本墳の被葬者には、幡豆評の評督、あるいはそれにきわめて

近い位置にいた人物を想定できよう�。これを第３の性格とする。ここで、第３の性格を

持つ人物が、同様に、第１と第２の性格を持っていたことを考えると、評督もしくはそれ

に近い役職が成立してくる過程が推定できよう。同時に、古墳を媒体とした伝統的な身分

秩序が律令体制により再編成される過渡的な様相も表現していると考えられる�。

注
�　石室構造については、荒井信貴氏、伊藤久美子氏、三田敦司氏、松井直樹氏（五十音順）らに、ご教
示をいただいている。

�　位置関係は口絵裏の地図に小さいドットで表現している。なお、佐久島と日間賀島については古墳の
集中域を示す。

�　第Ⅰ章に記したように、本墳から幡豆山塊を挟んだ北側には、羽角山古墳群（約９０基）が知られてい
る。報告書が刊行されており、その内容が比較的明らかになっているが、石棺の使用は報告されていな
い（松井　１９９９）。山塊を境界とした両者の差は、葬送観念の違いと考えられる。しかし、石室の平面形
上に着眼すると、羽角山古墳群中の五釜１号墳（松井　１９９９）には、むしろ類似性が考えられる。一方、
石棺を使用する古墳が存在するエリア内も、一元的ではない。北村和宏氏は、これらの石棺を分析し、
「構造・配置等には少なからず小異が認められ、その点について今後検討の必要がある（北村　１９８９）」
と言った意見を提示している。また、石室の平面形状に着眼すると、石棺を使用するエリア内相互の類
似性はむしろ薄い。このため、石棺のみに着眼して、これらを一括して理解することには若干の問題も
ある。ここでは、森氏の指摘する「海人」を、しばしば石棺を使用するという葬制上の類似が認められ
る集団群と理解したい。

�　これを契機として、三河湾の海人集団群の一部もしくは大半が、そのまま律令的なシステムに組み込
まれたのであろう。

�　付編に述べられているように下賜品と判断される帯金具が青銅製ではなく、合金工程を省いた銅製で
あることには、注意を払っておきたい。

第３の性格
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　本墳は大正年間の発掘調査によって出土した佐久石製の石棺によって、比較的知られた

存在であった。しかし、遺構は損壊が著しく進み、墳丘は失われ、石室は側壁が最下段か

ら二段程度のみ残存するにすぎない。一部では基底部の石材すら、失われている状況であっ

た。

　今回の調査で得られた須恵器類は、猿投産と考えられる高坏と、湖西産の可能性が強い

杯Ｇと前述したフラスコ形瓶がある。前者は斉藤編年で岩崎１７号窯式（斉藤　１９９５）、尾野

編年でⅣ期中段階（尾野　２０００）に、実年代は、前者が斉藤編年で７世紀後半、尾野編年

で６７５～６８５年頃となる。次に、畿内産（系）土師器は、林部　均氏の教示によれば、形態

や手法上の特色から、飛鳥Ⅳに比定できる特色を持っているという。なお、本センターか

ら本書と同時に刊行された『八王子遺跡』（第９２集）では、近隣の畿内産（系）土師器を集

めて胎土分析を実施しているが、関連資料として、本墳資料のうち２点を分析対象とした

結果、そのデータが掲載されているが、いずれも畿内で使用されたものと近似した分析結

果が出されている。なお、飛鳥Ⅳの実年代は、６８０～６９０年頃とされている（林部　１９９９）。

以上の様に、今回得られた土器類の年代観を比較すると、ほぼ一線上となり、年代のぶれ

は生じない。

　次に、本墳の石棺は床石に側石をはめ込む形状を取る。溝の内側に側石が設置されるた

め、棺の内側幅は４８㎝となる。これは成人一人がようやく納まる幅である。このことは、

本墳の石棺が、一部で報告されている改葬を前提とした棺（骨蔵器）ではないことを考え

させる�。被葬者を伸展葬とするには残存する２点では長さが足らず、床石がもう一点必

要となる。これを残存している２点と同サイズと考え、小口にも床石と同様の厚みを持つ

石材が使用されたのであれば、埋葬時の石棺は、全長約２１０㎝、幅約７０㎝ 程度となる。本

墳にこれを納めると、石室には余剰空間があまり存在しない。

　本墳は、出土している土器類に時期幅があまり存在しないことや、推定される石棺の規

模を石室のそれと比較すると、追葬があった可能性は薄い。終末期に通有の単葬墓墳と考

えることができる。矢作川流域において、最終末に築造された古墳の一つと言えよう。

注
�　本墳の石棺を改葬後の骨蔵器と考えないのは、古墳という墓制に改葬という葬制が加わる契機として、
火葬の登場を考えたいからである。なお、火葬骨を改葬する事例は８世紀前半頃が上限（森本　１９９９）
とされ、本墳はこれより若干遡る状況にある。

年代観

石棺構造案

第Ⅴ章　まとめ
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赤塚次郎 １９９２ 「海部郡と三河湾の考古学」『伊勢と熊野の海』海と列島の文化８　小学館

磯部幸男 １９８８ 「日間賀島の古墳に見られる三つのタイプ」『知多古文化研究』４　知多古文

化研究会

岩原　剛 ２００１ 「副葬品の変質」『東海の後期古墳を考える』　第８回東海考古学フォーラム三

河大会

黄　永融 １９９９ 『風水都市』　学芸出版

大橋正明他 １９９６ 『吉良町史』原始・古代　中世前期　吉良町史編さん委員会

尾野善裕 ２０００ 「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』

  第１分冊　東海土器研究会

加藤安信他 １９８６ 『根ノ上古墳・講伏古墳』　幡豆町教育委員会

加納俊介 １９８８ 「石室の形状」『西三河の横穴式石室』資料編　愛知大学日本史専攻会考古学

部会

北村和宏 １９８９ 『下山古墳』　（財）愛知県埋蔵文化財センター

斉藤孝正他 １９９５ 『須恵器集成図録』第三巻　東日本Ⅰ　雄山閣

坂　靖 １９９１ 「帯」『古墳時代の研究』８　雄山閣

三田敦司 ２００１ 「三河における後期古墳の動向」『東海の後期古墳を考える』　第８回東海考古

学フォーラム三河大会

白石太一郎 １９８２ 「畿内における古墳の終末」『国立歴史民俗博物館研究報告』第１集

須川勝以 １９８８ 「東三河の横穴式石室について」『三河考古』創刊号

杉崎章他 １９７７ 『日間賀島の古墳』南知多町文化財調査報告書第二集　南知多町教育委員会

杉崎章他 １９８８ 『日間賀島の古墳』南知多町文化財調査報告書第三集　南知多町教育委員会

杉山秀宏 １９８８ 「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学研究所論集』第８

鈴木一有 １９９９ 「遠江における後期古墳の副葬品にみる階層性」『三河の後期古墳を考える』

Ⅱ　三河古墳研究会

 ２００１ 「東海地方における後期古墳の特質」『東海の後期古墳を考える』　第８回東海

考古学フォーラム三河大会

鈴木路治 １９８８ 「石室の規模」『西三河の横穴式石室』資料編　愛知大学日本史専攻会考古学

部会

竹内　睦 ２０００ 「西川原古墳」『年報』平成１１年度　愛知県埋蔵文化財センター

  愛知県埋蔵文化財センター

 ２００１ 「西川原古墳」『愛知県埋蔵文化財情報』１６　平成１１年度　愛知県教育委員会

服部伊久男 １９８８ 「終末期群集墳の諸相」『橿原考古学研究所論集』第九　橿原考古学研究所

土生田純之 １９８８ 「西三河の横穴式石室」『古文化談叢』第２０集（上）九州古文化研究会

 １９９１ 「西三河の横穴式石室」『日本横穴式石室の系譜』学生社

林部　均 １９９９ 「飛鳥浄御原その後」『考古学研究』第４５巻４号

樋上　昇 ２００１ 「畿内産（系）土師器」『まいぶん愛知』No.６４　愛知県埋蔵文化財センター

久永春男他 １９８８ 『藤原古墳群』　渥美町教育委員会

藤沢康隆 ２００１ 「古墳時代中期から後期における金工製品の展開」『東海の後期古墳を考える』

参考・引用文献
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　第８回東海考古学フォーラム三河大会

町田　章 １９７０ 「帯金具」『考古学雑誌』５６－１

松井直樹 １９９９ 『羽角山古墳群』　愛知県西尾市教育委員会

 ２０００ 「西三河・尾張の様相」『古墳の終末』三河古墳研究会

松岡　史 １９９２ 「九州の風水地理と遺跡」『季刊自然と文化』　１９９２春季号　観光資源保護財団

森　崇史 １９９７ 「三河湾島嶼部における古墳について」『伊勢灣考古』１１　知多古文化研究会

森　崇史 １９９８ 「三河湾島嶼部」『三河の後期古墳を考える』Ⅰ　三河古墳研究会

森　秦通 １９９９ 「西三河の終末期古墳小考」『三河考古』　第１２号

森本　徹 １９９９ 「群集墳の変質からみた古代墳墓の成立過程」『古代文化』１１　財團法人古代

學協會

山下勝年 １９９３a 「篠島の歴史的位置」『知多古文化研究』７　知多古文化研究会

山下勝年 １９９３b 「藤原宮・平城宮・平城京出土の三河湾三島関係の木簡」　『知多古文化研究』７

知多古文化研究会

愛知県教育委員会 １９７１ 『県立児童総合遊園内埋蔵文化財調査報告』

幡豆町誌編纂委員会 １９５８ 『愛知県幡豆町誌』

一色町誌編纂委員会 １９６７ 『佐久島の古墳』　一色町誌資料第１輯
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�
１　はじめに

　愛知県埋蔵文化財センターより愛知県幡豆郡幡豆町西川原１号墳から出土した帯金具に関して自然

科学的な方法による調査の依頼があった。そこで蛍光Ｘ線分析法により化学組成を、鉛同位体比法に

より遺物の材料となった鉛について産地推定を行った。

２　資　料

　資料は愛知県幡豆郡幡豆町西川原１号墳から出土した帯金具８点である。表土除去中に出土したも

ので、もともとは石室内に位置したものと考えられている。古墳は共伴土器から７世紀終末と考えら

れているという。　

　表１に資料名と鉛同位体比値を記した。表１中のNo.は西川原１号墳報告書内の番号と一致する。

また、資料の写真を図版５に示した。

３　分析法

３－１　蛍光Ｘ線分析法

１）測定方法および装置

　測定に使用した装置はセイコーインスツルメンツ（株）製エネルギー分散型微小部蛍光Ｘ線分析装

置SEA５２３０Eである。この装置は直径０．２㎜の一次Ｘ線ビームを資料に入射することができるため、微

小領域の化学組成の測定に有効である。今回の測定で採用した測定条件は次の通りである。

Ｘ線管球　　　：　モリブデン（Mo）

管電圧・管電流：　４５kV・２０μA

コリメータ　　：　φ１．８㎜

測定時間　　　：　２００秒

測定雰囲気　　：　大気中

 

愛知県西川原１号墳から出土した帯金具の自然科学的研究

東京文化財研究所保存科学部
平尾良光
鈴木浩子

付　編
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２）結果と考察

　２資料の帯金具について、蛍光Ｘ線分析法により化学組成を測定した。得られたスペクトル図を図

１～２に示した。図１がNo.８、図２がNo.９の帯金具である。今回は錆の上から測定しているので定量

計算は行っていない。スペクトル図から、帯金具は２点とも銅（Cu）が多く、スズ（Sn）・鉛（Pb）

ともほとんど見えない。金属面を測定してないので確かなことはいえないが、純銅である可能性が高

いと思われる。

３－２　鉛同位体比法

１）鉛同位体比法による青銅原料の産地推定

　産地推定のために鉛同位体比法を利用した＊１）。一般に、鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えばそ

れぞれの鉱山毎に異なった値となることが知られており、産地によって特徴ある同位体比を示すこと

が今までの研究でわかっている。そこで、鉛の産地の違いが鉛同位体比に現れるならば、文化財資料

に含まれる鉛の同位体比の違いは材料の産地を示すと推定される。古代の青銅には鉛が微量成分とし

て０．０１％程度、あるいは主成分の一つとして５～２０％含まれている。鉛同位体比の測定に用いられる

鉛量は測定器（質量分析計）の感度が非常に良いため、１マイクログラムの鉛があれば十分である。

また試料は青銅の金属部分でも錆部分でも、同位体比は変わらないことが示されているので、資料か

らは錆を微少量採取するだけで十分である。そこでこの方法を本資料の材料産地の推定に利用した。

資料から錆の一部を採取し、鉛を化学的に分離し、表面電離型質量分析計で同位体比を測定した＊２）。

２）鉛同位体比の測定

　蛍光Ｘ線分析法により、これらの資料は鉛を含まない純銅である可能性が高いことがわかったので、

広範囲に錆を採取しそれを鉛同位体比測定用の試料とした。錆試料を石英製のビーカーに入れ、硝酸

を加えて溶解した。この溶液を白金電極を用いて直流２Ｖで電気分解し、鉛を二酸化鉛として陽極に

集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。０．２マイクログラムの鉛をリン酸－シリカゲル

法で、レニウムフィラメント上に載せ、サーモクエスト社製全自動表面電離型質量分析計MAT２６２に

装着した。分析計の諸条件を整え、フィラメント温度を１２００℃に設定して鉛同位体比を測定した。同

一条件で測定した標準鉛NBS－SRM－９８１で規格化し、測定値とした。

３）鉛同位体比測定値

　測定した鉛同位体比を表１で示した。この値を今までに得られている資料と比較するために鉛同位

体比の図で示した（図３）。

　横軸が２０７Pb/２０６Pb、縦軸が２０８Pb/２０６Pbの値とした図を仮にＡ式図と呼ぶこととする。この図で鉛同位

体比に関して今までに得られている結果を模式的に表わし、今回の結果をこのなかにプロットした＊

３～７）。日本の弥生時代に相当する頃の東アジア地域において、Ａは中国前漢鏡が主として分布する

領域で、後の結果からすると華北産の鉛と推定される。Ｂは中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分布

する領域で、華南産の鉛と推定される。Ｃは現代の日本産の大部分の主要鉛鉱石が入る領域で、日本



－ 28 －

産鉛の範囲とした。Ｄは多鈕細文鏡が分布する領域の中央線として示され、朝鮮半島産の鉛と推定さ

れる。またａは弥生時代後期の銅鐸が集中した領域である。

　横軸が２０６Pb/２０４Pbの値、縦軸が２０７Pb/２０４Pbの値とした図をＢ式図と呼ぶこととする。この図の中でＡ’、

Ｂ’、Ｃ’、Ｄ’は中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わす。

　これらの図の中に、測定値を●で示した。

４）結果と考察

　西川原１号墳から出土した帯金具は、図３のＡ式図においてＣ・Ｄ領域に位置した。Ｂ式図におい

ても同様である。No.８と１３、およびNo.１１と１２はＡ・Ｂ式図でほぼ一致した値を示した。このことは

同一材料である可能性が高い。その他はそれぞれ異なった材料と判断される。

　図３から、帯金具の鉛同位体比値には規則性が見い出せず、ばらついた感じさえある。今回測定さ

れた８点の帯金具は、ほぼ純銅製品で鉛量がかなり少なく、このため測定誤差が通常よりも大きい試

料もあった（表１中、＊印で示した）。また測定には表面に発生した錆を用いたため、岩石あるいは資

料相互の汚染も可能性としては考えられ、それがばらつきに影響しているのかとも思われた。しかし

図３で示されるばらつきは、No.１０が大きくかけ離れているなど、誤差範囲以上に大きく拡がってい

るので、汚染の可能性などよりは材料自身の違いを示していると見ていいだろう。このことから、帯

金具８点は同一材料で作られているわけではないと考えられる。

　材料の産地に関しては、判断が少し難しい。Ａ・Ｂ式図に利用されている領域は、弥生時代の青銅

製品を測定した事で得られた領域である。７世紀になれば新しい鉱山が開発され、異なった鉛同位体

比を示す材料が見つかる可能性がある。そこで、これまでに測定されている朝鮮半島の鉛鉱山の分布

＊６）を図４に示した。これらの図から、朝鮮半島の鉛鉱山が分布している領域に関してその特徴を

次のようにまとめることができる。

�朝鮮半島北部・中央部の鉛鉱山はＡ式図で右上方向に集中する。

�朝鮮半島中南部の鉛鉱山は左下でＤ線よりもさらに下側となる（一部の既存報告書では、Ｄ２領域と

表現）。

�朝鮮半島中南部の鉛鉱山は日本の鉛鉱山領域と重なる部分がでてくる。

　また、一部は中国華南地域の鉛鉱山領域とも重なる。

�朝鮮半島南部の鉛鉱山はＤ線よりも上側に位置した。しかし測定数が少ないので確証はない。

　これらの特徴は少ない鉛鉱山資料の分布から判断しているので、今後、朝鮮半島における鉛鉱山資

料の同位体比測定が進み、古代における利用との関係がはっきりしてくれば、この概念は変更される

であろう。

　しかし現段階において、朝鮮半島の鉛鉱山が示す鉛同位体比分布と帯金具を比較すると、幾つかの

資料はＣ領域に含まれ日本産の材料である可能性を捨て切れないが、朝鮮半島中南部の鉛鉱山と分布

領域が類似しているようである。
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　これら資料は一括して出土しており、相互に関係のある可能性が高い。８点の帯金具が関連して作

られたものと考えると、その材料は朝鮮半島産の純銅が使われた可能性が示唆される。

　これら資料は７世紀末の古墳から出土したと推定されている。中央政府との関係で朝鮮半島産の可

能性を持つ材料で作られた帯金具がどのような意味を持つのか、今後考古学的にも明らかにされるこ

とが期待される。

４　引用文献

�平尾良光：鉛同位体比を用いた産地推定；考古学と自然科学４　考古学と年代測定学・地球科学，

松浦秀治・上杉陽・藁科哲男編，３１４－３４９，同成社（１９９９）

�平尾良光，馬淵久夫：表面電離型固体質量分析計VG－Sectorの規格化について；保存科学　２８，１７

－２４（１９８９）

�馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比法による漢式鏡の研究；MUSEUM　No．３７０，４－１０（１９８２）

�馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比から見た銅鐸の原料；考古学雑誌　６８，４２－６２（１９８２）

�馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比法による漢式鏡の研究（二）；MUSEUM　No．３８２，１６－２６（１９８３）

�馬淵久夫，平尾良光：東アジア鉛鉱石の鉛同位体比－青銅器との関連を中心に－；考古学雑誌

　７３，１９９－２１０（１９８７）　

�平尾良光編：「古代青銅の流通と鋳造」　鶴山堂（１９９９）

�
＊鉛量が少ないため誤差が大きい

測定番号２０８Pb/２０６Pb２０７Pb/２０６Pb２０８Pb/２０４Pb２０７Pb/２０４Pb２０６Pb/２０４Pb資料名Ｎｏ．

HS１０６８＊２．１０３８０．８４４８３８．９９８１５．６６０１８．５３７�　　　具８
HS１０７０２．１０２８０．８４１８３９．１６９１５．６８０１８．６２７�　　　具９
HS１０６９２．１３１９０．８５９８３８．７２０１５．６１６１８．１６２�　　　板１０
HS１０６３＊２．０９６３０．８４５０３８．８１５１５．６４６１８．５１６�　　　板１１
HS１０６６２．０９５７０．８４５４３８．７３７１５．６２６１８．４８４鉈　　　尾１２
HS１０６４２．１０２８０．８４４４３８．９９２１５．６５８１８．５４３鉈　　　尾１３
HS１０６７＊２．１０１８０．８４６９３８．８８３１５．６６８１８．５００環状銅製品１４
HS１０６５２．１０５７０．８５１０３８．７２０１５．６４８１８．３８８環状銅製品１５

±０．０００６　±０．０００３　±０．０３０　±０．０１０　±０．０１０　誤 差 範 囲

表１　愛知県西川原１号墳から出土した帯金具の鉛同位体比
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図１　西川原１号墳から出土した帯金具の蛍光Ｘ線スペクトル
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図２　西川原１号墳から出土した帯金具の蛍光Ｘ線スペクトル
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図３　　西川原１号墳から出土した帯金具の鉛同位体比
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図４　朝鮮半島産鉛鉱石の鉛同位体比

2.30

2.20

2.10

2.00

1.90

0.87 0.82 0.86 0.90 0.94

B

A

C

D

北部�

中央部�

中南部�

南部�

A式図�

207 206
Pb／     Pb

20
8

20
6

P
b
／
   
  P
b

B式図�

20
7

20
4

P
b
／
   
  P
b

206 204
Pb／     Pb

16.0

15.9

15.8

15.7

15.6

15.5

15.4

15.3

16.5 17.0 17.5 18.0 18.5 19.0 19.5 20.0

北部�

中央部�

中南部�

南部�

A'

B'

C'

D'



－ 34 －

備考色調器高　底径口径器種種類登録番号図版番号
明オリーブ灰色＊＊　９．８杯Ｇ蓋須恵器Ｅ１１
灰黄色＊＊　９．１杯Ｇ身須恵器Ｅ２２
灰白色＊１０．７１３．６高坏須恵器Ｅ３３
明赤褐色＊＊１４．４杯蓋土師器Ｅ４４
橙色３．９＊１７．２杯Ｂ蓋土師器Ｅ５５
橙色４．９　９．１１６．８杯Ａ土師器Ｅ６６
橙色＊＊１２．４杯Ｃ土師器Ｅ７７

備　　考重量器種種類登録番号図版番号
　７．９帯金具銅製品Ｍ１８
　４．９帯金具銅製品Ｍ２９
　３．２帯金具銅製品Ｍ３１０
　２．２帯金具銅製品Ｍ４１１
　２．６帯金具銅製品Ｍ５１２
　１．６帯金具銅製品Ｍ６１３
　５．５帯金具銅製品Ｍ７１４
　４．６帯金具銅製品Ｍ８１５
３４．０鉄刀鉄製品Ｍ９１６
２２．０鉄刀鉄製品Ｍ１０１７
１０．１刀子鉄製品Ｍ１１１８
　３．２鉄鏃鉄製品Ｍ１２１９
　２．２鉄鏃鉄製品Ｍ１３２０
　３．９鉄鏃鉄製品Ｍ１４２１
　３．３鉄鏃鉄製品Ｍ１５２２
　１．１鉄鏃鉄製品Ｍ１６２３
　０．９鉄鏃鉄製品Ｍ１７２４
　２．３鉄鏃鉄製品Ｍ１８２５
　３．６鉄鏃鉄製品Ｍ１９２６
　０．５鉄鏃鉄製品Ｍ２０２７
　１．５鉄鏃鉄製品Ｍ２１２８
１２．９不明鉄製品Ｍ２２２９

単位　　㎝遺物計測一覧

備　考前庭部長奥壁幅最大幅全　長
０．８０．７６１．７７５．１

備　考玄門幅羨道玄室長全長
１．６３１．２３．０６４．３単室構造案１
＊＊＊４．３無袖型案２

遺構計測一覧

単位　　ｍ横穴式石室

単位　　ｇ
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図版

石室から海を望む
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図版１　石室
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図版２　奥壁



－ 38 －

図版３　奥壁（上），側壁（中・下）
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図版４　土器
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図版５　金属製品
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